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）
の
統
治
時
代
は
、

ロ
ー
マ
皇
帝
ル
ド
ル
フ

一
六

や
サ
デ
ラ
ー
一
族
、
キ
リ
ア
ン
一
族
と
い
っ
た
優
れ
た
北
方
の
版
画
家
が
活
躍

し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
版
画
制
作
の
文
脈
に
お
い
て
、
プ
ラ
ハ
は
従
来
、

し
て
宮
廷
芸
術
家
に
よ
る
原
画
の
提
供
の
面
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た

が
、
広
大
な
領
土
を
抱
き
、
強
い
影
響
力
を
も
っ
た
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
皇
帝

に
よ
る
印
刷
特
認
権
(
pri
vi
leg
i

u
m
i

m
pr
e
s
s
o
ri
u
m
)
の
発
行
も
ま
た
、
版

画
発
行
を
支
え
る
制
度
と
し
て
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

印
制
特
認
権
と
は
、
書
物
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
印
刷
物
の
偽
版
の

流
布
に
よ
る
損
失
を
避
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、

著
作
権
の
原
初
期
的
形
態
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
書
物
史
だ
け
で
な
く
、

法
制
史
や
経
済
史
の
領
域
に
お
い
て
も
注
目
を
集
め
て
き
た
。
た
だ
し
、
当
該

分
野
の
研
究
は
書
物
の
出
版
に
対
す
る
関
心
が
主
と
な
り
、
版
画
に
対
す
る
印

刷
特
認
権
に
重
点
を
置
い
た
研
究
は
依
然
と
し
て
少
な
い
。

こ
れ
ま
で
本
稿
筆
者
は
本
誌
に
お
い
て
、
ル
ド
ル
フ
ニ
世
が
銅
版
画
家
十
三

名
に
対
し
て
付
与
し
た
印
刷
特
認
権
の
訳
出
を
行
っ
た
。
本
稿
は
、
そ
の
続
編

ノ
ー
ト

世

（

五
五

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
北
方
版
画

史
料
翻
訳

ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ホ
ル
ツ
ィ
ウ
ス

一
六 版

権

、
皇
帝
在
位

さ
ま
ざ
ま
な
手
間
や
、
著
者
へ
の
原
稿
料
と
い
っ
た
費
用
を
省
く
こ
と
が
で
き

宜
情
報
を
加
え
つ
つ
、
概
略
を
ま
と
め
て
お
く
。

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ル
ド
ル
フ
ニ
憔
に
よ
る
図
像
に
対
す
る
印
刷
特
認
権

と
し
て
、
版
画
家
に
対
す
る
印
刷
特
認
権
に
限
ら
ず
、
よ
り
広
く
図
像
に
対
す

る
印
刷
特
認
権
を
と
り
あ
げ
、
印
刷
さ
れ
た
図
像
の
不
許
複
製
に
対
す
る
印
刷

特
認
権
発
行
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
研
究
は
、
前
稿
同
様
、
イ
メ
ー

ジ
に
対
す
る
印
刷
特
認
権
の
実
態
を
整
理
し
、
版
画
史
に
お
け
る
帝
国
の
役
割

今
回
の
対
象
と
な
る
図
像
に
関
す
る
翻
訳
に
つ
い
て
触
れ
る
前
に
、
ま
ず
近

世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
印
刷
特
認
権
の
基
本
情
報
と
、
次
い

帝
国
の
印
刷
特
認
権
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
中
心
に
、

印
刷
物
に
対
す
る
特
認
権
の
成
立
は
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
る
印
刷
術
の

発
明
等
に
よ
り
、
書
物
の
印
刷
が
盛
ん
に
な
っ
た
時
期
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

書
物
の
偽
版
、
い
わ
ゆ
る
海
賊
版
の
出
版
の
際
に
は
、
書
物
の
作
成
に
関
わ
る

を
考
察
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
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り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に
広
が
っ
た
。

度
は
ミ
ラ
ノ
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
よ

れ
に
し
て
も
、
印
刷
特
認
権
の
制

う
一
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。

い
ず

制
作
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い

請
願
の
記
録
の
末
尾
に
は

一ぃ
か

ょ、
'~i| 

コ
ル
プ
が
得
た
特
認
権
は
、

図 1 ヤコポ・デ・バルバリ《ヴェネツィア鳥諏図》 1500年、

木版画、ミネアポリス美術館

る
た
め
、
よ
り
安
価
に
出
版
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
が
、
そ
れ
は
元
々
の
書

物
を
扱
う
出
版
業
者
に
経
済
的
に
不
利
益
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
出
版
業
者
ら
は
公
権
力
に
特
認
権
の
発
行
を
願
い
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

不
許
可
の
複
製
を
禁
じ
る
最
初
の
印
刷
特
認
権
は
、

(

4

)

 

が
発
行
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
や
や
遅
れ
て
一
四
八
六
年
に
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

に
お
い
て
も
、
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
で
は
最
初
の
印
刷
特
認
権
が
、

(

5

)

 

物
に
対
し
て
発
行
さ
れ
た
。
な
お
、
図
像
に
対
す
る
最
初
の
印
刷
特
認
権
は
、

一
五

0
0年
に
出
版
業
者
ア
ン
ト
ン
・
コ
ル
プ
が
ヤ
コ
ポ
・
デ
・
バ
ル
バ
リ
の

《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
鳥
廠
図
》
（
図
1

)

に
対
し
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
コ
ッ

レ
ー
ジ
ョ
か
ら
得
た
も
の
と
さ
れ

(

6

)

 

る
こ
と
が
多
い
が
、
ウ
イ
ト
コ
ム

特
定
の
価
格
で
の
販
売
許
可
と
税

の
免
除
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

著
作
権
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は

(

7

)

 

な
い
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の

な
る
者
も
四
年
間
、
同
様
の
形
で

一
四
八
一
年
に
ミ
ラ
ノ
公

の
印
刷
特
認
権
は
十
年
間
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
こ
の
時
期
の
帝
国
の
印

四
九
八
年
に
最
初
の
印
刷
特
認
権
が
発
行
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス

(

1

0

)

 

で
は
一
五
一
八
年
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
著
作
権
の
国
際
的
な
保
護
は

十
九
世
紀
末
ま
で
実
現
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
印
刷
特
認
権
は
そ
の
領
域
内
で
の
み

有
効
で
あ
っ

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
印
刷
特
認
権
は
、
特
定
の
印
刷
物
に
つ
い
て
、
定
め
た

期
間
内
に
、
特
認
権
を
得
た
者
の
意
を
伴
わ
な
い
か
、
ま
た
は
そ
の
者
の
損
失

と
な
る
よ
う
な
複
製
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
や
、
そ
う
し
た
不
許
複
製
の
帝
国
内

(

1

2

)

 

で
の
販
売
を
禁
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
帝
国
で
は
皇
帝
と
諸
侯
に
よ
る
特
認
権

(

1

3

)

 

が
併
存
す
る
形
と
な
る
が
、
本
稿
で
扱
う
の
は
皇
帝
に
よ
る
印
刷
物
に
対
す
る

有
効
で
あ
っ
た
。

ス
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
人
文
主
義
者
の
協
会

(
S
o
d
a
l
i
t
a
s
C
e
l
t
i
c
a
)
 

え
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
発
行
さ
れ
た
印
刷
特
認
権
は
現
存
せ
ず
、

a
m
o
r
u
m』

の
書
物
内
の
記
載
か
ら
確
認
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
後
者
の

物
(

O

p
e
r
a
H
r
o
s
vi
t

e) 

や、

翌
年
刊
行
の

の

四

書

Q
u
at
u
o
r
l
i

b
ri
 

一
年
に
ガ
ン
ダ
ー
ス
ハ
イ
ム
の
ロ
ス
ヴ
ィ
ー
タ
の
手
稿
を
出
版
し
た
書

帝
国
の
最
初
の
印
刷
特
認
権
は
、
人
文
主
義
者
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ツ
ェ
ル
テ
ィ

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

方
、
諸
侯
に
よ
る
保
護
状
は
、
そ
の
領
地
内
で
の
み

で
有
効
と
さ
れ
た
が
、
厳
密
に
何
が
帝
国
に
属
し
て
い
る
か

は
な

印
刷
特
認
権
で
あ
る
。
皇
帝
の
特
認
権
が
最
も
効
力
が
あ
り
、
帝
国
の
範
囲
内

ロ
ー
マ
帝
国
の
印
刷
特
認
権

フ
ラ
ン
ス
で
は

-118-



の

家

門

な

り

、

こ

の

制

度

は

ル

ン

ベ

ル

ク

で

印

刷

さ

れ

マ

ク

シ

ミ

リ

ア

ン

一

世

の

名

が

記

さ

れ

、

偽

の

型

で

こ

れ

ら

の

図

を

印

刷

(

1

8

)

 

す

る

こ

と

や

そ

の

販

売

を

帝

国

内

で

禁

じ

る

旨

が

記

載

さ

れ

る

。

次

第

に

十

六

世

紀

後

半

に

な

る

と

、

印

刷

特

認

権

の

管

轄

機

関

が

定

ま

り

、

っ

て

く

る

。

管

轄

機

関

は

帝

国

宮

内

法

院

(
R
ei
c
h
s
h
o
frat)と

(

1

9

)

 

八
0六
年

の

帝

国

の

解

体

ま

で

続

い

た

。

こ

う

し

た

機

関

が

発

行

し

た

印

刷

特

認

権

の

文

書

は

、

現

在

で

は

オ

ー

ス

ト

リ

ア

国

立

文

書

(

2

0

)

 

・

国

家

文

書

館

に

保

管

さ

れ

て

い

る

。

た

だ

し

、

先

ほ

ど

の

ツ

ェ

ル

テ

ィ

ス

協

会

の

事

例

か

ら

も

明

ら

か

な

よ

う

に

、

失

わ

れ

た

特

認

権

も

多

い

。

の

文

書

か

ら

読

み

取

れ

る

印

刷

特

認

権

の

請

願

者

は

多

様

で

あ

る

。

印

五

出

版

業

者

、

修

道

会

だ

け

で

な

く

、

の

四

分

(

2

1

)

 

の

一

に

迫

る

と

さ

れ

る

の

が

、

著

者

や

翻

訳

者

、

編

集

者

、

注

釈

者

で

あ

る

。

と

記

さ

れ

る

。

コ

ロ

フ

ォ

ン

に

は

、

同

時

に

、

一

年

に

は

、

恐

ら

く

デ

ュ

ー

ラ

ー

は

『

聖

母

伝

』

(

1

6

)

 

、

『

小

受

難

伝

』

に

対

し

て

皇

帝

の

印

刷

特

認

権

を

得

て

い

る

。

前

述

の

ロ

ス

ヴ

ィ

ー

タ

の

書

物

に

も

デ

ュ

ー

ラ

ー

の

版

画

は

掲

載

さ

れ

る

が

、

一

五

―

一

年

刊

行

の

書

で

は

デ

ュ

ー

ラ

ー

は

挿

絵

制

作

だ

け

で

な

く

、

出

版

者

と

し

て

の

役

割

を

果

た

し

て

い

る

。

た

と

え

ば

『

小

受

難

伝

』

の

コ

ロ

フ

ォ

ン

五

―

一

年

に

画

家

ア

ル

ブ

レ

ヒ

ト

・

デ

ュ

ー

ラ

ー

に

よ

っ

て

ニ

ュ

れ

た

。

の

名

が

称

号

付

き

で

強

調

さ

れ

る

。

い

て

、

し

て

十

六

、

十

七

世

紀

に

は

一

部

は

ラ

テ

ン

刷

特

認

権

は

帝

国

統

治

院

(
R
ei
c
h
s
r
eg
i

m
e
nt)が
発

行

し

て

い

た

こ

と

が

わ

か

る

。

そ

の

後

、

の

名

の

も

と

に

印

刷

特

認

権

を

発

行

し

て

お

り

、

代

理

で

皇

帝

の

顧

問

官

が

こ

(

1

5

)

 

れ

ら

初

期

の

印

刷

物

の

特

認

権

を

与

え

て

い

た

。

ま

た

、

帝

国

が

発

行

し

た

印

測

特

認

権

と

し

て

は

最

初

期

の

も

の

に

、

ア

ル

ブ

レ

ヒ

ト

・

デ

ュ

ー

ラ

ー

に

関

ま

た

、

製

本

師

も

一

定

数

認

め

ら

れ

る

。

増

加

し

た

よ

う

で

あ

る

。

申

請

は

必

ず

し

も

図

や

本

文

版

者

が

行

っ

た

わ

け

で

は

な

い

た

め

、

以

上

の

よ

う

に

、

ま

ざ

ま

な

立

場

の

者

が

印

刷

特

認

権

を

得

て

い

た

。

し

か

し

、

印

刷

特

認

権

は

義

務

付

け

ら

れ

た

も

の

で

は

な

く

、

さ

れ

た

印

刷

物

は

決

し

て

多

く

は

な

い

。

印

刷

業

者

の

少

な

さ

と

、

条

件

や

手

続

き

の

距

離

に

あ

る

と

推

測

さ

れ

て

い

る

。

コ

ピ

ッ

ツ

の

崩

壊

ま

で

に

刊

行

さ

れ

た

書

物

の

う

ち

、

(

2

2

)

 

の

申

請

を

さ

れ

た

と

い

う

。

要

因

と

し

て

は

、

そ

し

て

、

印

刷

特

認

権

の

内

容

と

体

裁

に

つ

い

て

も

触

れ

の

内

容

は

、

伝

統

的

に

引

き

継

が

れ

た

型

に

倣

っ

こ
よ
、

,i'~i~ 

と

よ

る

さ

あ

る

い

は

出

こ

と

も

で

き

よ

う

。

そ

し

て

、

新

聞

と

い

っ

測

量

技

師

に

よ

る

地

図

ヘ

て

は

、

版

画

家

を

含

む

美

術

家

、

そ

し

版

画

や

書

物

等

の

挿

絵

、

暦

と

い

っ

た

、

の

が

あ

る

。

家

も

宮

廷

と

の

つ

な

が

り

の

深

さ

ゆ

え

か

比

較

的

多

い

と

る

。

そ

し

て

、

対

す

る

印

刷

特

認

権

が

あ

る

れ

か

ら

法

学

者

や

天

文

学

者

な

ど

聖

俗

諸

分

野

そ

一

五

一

0年
代

に

入

る

と

、

マ

ク

シ

ミ

リ

ア

ン

一

世

ど

の

印

刷

物

を

可

能

な

限

り

耐

久

性

よ

う

だ

が

、

っ

た
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多
大
な
る
費
用
が
か
か
っ
た
こ

請
願
書
に
お
い
て
、
請
願
者
が

で
は
希
望
す
る
有
効
期
間
を
書

き
記
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

図2

め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら

た
と
さ
れ
る
。
時
お
り
請
願
書

い
よ
う
で
あ
る
。
有
効
期
間
は
、

三
年
か
五
年
、
十
年
が
多
か
っ

注
意
に
起
因
す
る
可
能
性
が
高

合
は
、
官
房
書
記
の
誤
り
か
不

さ
れ
る
。
こ
の
指
示
が
な
い
場

に
、
通
常
は
有
効
期
間
が
設
定

の
種
類
と
重
要
性
に
よ
っ
て
定

額
は
、
有
効
期
間
や
テ
ク
ス
ト

も
う
半
額
は
特
認
権
付
与
者
に

分
配
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
金

ヘンドリック・ホルツィウス《ファルネーゼのヘラクレス》、

1617年出版 (1592年頃版刻）、エングレーヴィング、ニューヨー

ク、メトロポリタン美術館

ラ
テ
ィ
オ
が
、
保
護
状
を
許
可
す
る
更
な
る
理
由
を
説
明
す
る
。
そ
の
後
、

知
ら
し
め
る
よ
う
指
示
が
な
さ
れ
（
プ
ブ
リ
カ
テ
ィ
オ
）
、
そ
の
後
、
皇
帝
が

印
刷
特
認
権
を
発
行
す
る
理
由
を
説
明
さ
れ
る
（
ア
レ
ン
ガ
）
。
そ
し
て
、

ナ

帝
か
帝
国
代
理
の
デ
ィ
ス
ポ
テ
ィ
オ
、
つ
ま
り
皇
帝
の
意
思
表
示
が
命
令
形
で

要
請
さ
れ
る
。
ま
た
、
罰
則

(
P
o
e
n
for
m
e
l
)

に
お
い
て
、
法
を
犯
し
た
際

の
罰
金
か
、
あ
る
い
は
処
罰
を
行
う
と
の
警
告
文
が
あ
る
。
罰
金
は
金
四
マ
ル

ク
か
ら
金
三
十
マ
ル
ク
で
あ
り
、
帝
国
の
場
合
は
、
そ
の
半
額
は
帝
国
の
国
庫
、

を
い
く
つ
か
述
べ
て
お
き
た
い
。

図
像
に
対
す
る
印
刷
特
認
権
に
つ
い
て

を
中
心
に

と
や
、
そ
の
努
力
を
強
調
す
る
理
由
は
、
以
前
の
申
請
形
式
を
踏
襲
す
る
だ
け

で
な
く
、
よ
り
長
期
で
の
有
効
期
間
を
得
る
た
め
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
期
間
が
長
い
場
合
は
申
請
の
際
の
手
数
料
も

(

2

4

)

 

上
が
っ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
定
数
の
見
本
を
帝
国
宮
内

法
院
に
納
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
通
常
五
部
で
、
定
期
刊
行
物
の
場
合
は
大
抵

十
八
部
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
最
後
に
、
皇
帝
か
代
理
人
の
署
名
が
あ
り
、
皇
帝

こ
う
し
て
印
刷
特
認
権
を
得
た
の
ち
、
書
物
と
同
様
に
版
画
に
お
い
て
も
印

刷
特
認
権
の
存
在
を
示
す
銘
文
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
（
図
2

)

。
通
常
は
、

そ
の
一
文
は
原
版
に
彫
り
込
ま
れ
た
。
た
だ
し
、
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
た
め
、
特
認
権
を
得
て
い
て
も
記
載
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う

(

2

5

)

 

で
あ
る
。

の
印
璽
が
付
さ
れ
た
。

ー
本
稿
の
特
認
権

最
後
に
、
本
稿
や
前
稿
で
訳
出
し
た
ル
ド
ル
フ
ニ
世
が
発
行
し
た
図
像
に
関

す
る
印
刷
特
認
権
お
よ
び
請
願
書
や
、
参
考
表
（
表
1

)

に
記
載
し
た
文
書
の

調
査
の
結
果
、
図
像
に
関
す
る
印
刷
特
認
権
に
関
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

こ
れ
ら
の
印
刷
特
認
権
の
申
請
者
を
み
て
い
く
と
、
職
業
は
画
家
や
肖
像
画

家
、
銅
版
画
家
、
木
版
画
家
（
な
か
に
は
印
刷
業
者
や
絵
入
り
書
職
人

[
B
ri
e
f
m
a
l
e
r
]
を
兼
任
す
る
者
も
い
る
）
、
腐
食
銅
版
画
家
、
そ
し
て
建
築
家
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し‘

1

)

。
つ

と
い
っ
た
造
形
芸
術
に
関
わ
る
者
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
他
に
製
本
師
や
指
物

る
の
は
、
皇
帝
や
発
行
機
関
に
間
接
的
に
で
も
つ
な
が
り
が
あ
る
と
、
印
刷
特

(

2

6

)

 

認
権
の
付
与
に
有
利
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
故
パ
ウ

ル
・
マ
イ
ン
ペ
ク

（
翻
訳
4

)

局
に
所
属
し
て
い
た
。
ラ
テ
ン
局
は
帝
国
宮
廷
宰
相
府
に
あ
り
、
前
稿
で
訳
出

し
た
版
画
家
の
ヤ
ン
・
ミ
ュ
ラ
ー
が
版
画
を
提
出
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
た

(
2
7
一
）

部
門
で
あ
る
た
め
、
印
刷
特
認
権
発
行
に
有
利
な
人
脈
を
得
て
い
た
可
能
性
が

に
も
あ
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
前
稿
で
扱
っ
た
版
画
家
の
ヤ
ン
・

府
を
実
質
的
に
率
い
た
帝
国
副
官
房
長
ジ
グ
ム
ン
ト
・
フ
ィ
ー
ハ
ウ
ザ
ー
に
宛

て
て
い
た
。
こ
れ
は
サ
デ
ラ
ー

(

2

9

)

 

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ュ
ー
ラ
ー

リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ド
ー
ト
リ
シ
ュ
の
製
本
師
で
あ
っ
た
が
、

様
の
こ
と
が
、

フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
の
命
で
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
修
道
院
の
建
築

ル
ド
ル
フ

世
は
、

は
、
印
刷
特
認
権

っ
た
で
あ
ろ
う
こ

の
印
刷
特
認

ル
ド
ル
フ
ニ
世
が

の
伯
父
フ
ェ
リ
ペ

世
の
ス
ペ
イ

フ
ァ
ン
・
デ
・
エ
レ
ー
ラ
に
も
言
え
る
か
も
し
れ
な

く
わ
え
て
、

パ
ロ
イ
タ
ー
や
エ
レ
ー
ラ
が
得
た
印
刷
特
認
権

3 ヽ

が
ル
ド
ル
フ
ニ
世
の
姉
妹
で
あ
る
点
が
申
請
に
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
同

デ
ュ
ー
ラ
ー
作
品
の
熱
心
な
収
集
家
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト

権
を
得
た
ゲ
オ
ル
ク
・
パ
ロ
イ
タ
ー
（
翻
訳
3

)

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
皇
太
后
エ

そ
し
て
、

五
九
八
年
に
は
、

一
五
九
四
年
の
改
訂
版
と
な
る

ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ク
伯
オ
ッ
ト
ー
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
で
あ
り
、

々
の
方
法
に
よ
る
ポ
ー
タ
ル
と
扉
の
骨
組
み
に
つ
い
て

サ
デ
ラ
ー
は
、

て
い

シ
ュ

五
九

四
年
に

あ
る
だ
け
で
な
く
、

に
も
あ
る
程
度
通
じ
、
そ
の
影
響
が
未
亡
人

る

『
五
本
の
柱
の

A
r
c
hi
t

e
ct
u
r
a
 u
n
d
 

で
少
年
期
を
過
ご
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
「
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
候
の

肖
像
画
家
」
と
さ
れ
る
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
リ
ー
ル
の
申
請
は
少
な
く
と
も
一

（
翻
訳

5
、
6

)

。

さ
ら
に
、
申
請
時
に
述
べ
た
作
品
と
実
際
の
出
版
物
の
間
に
あ
る
程
度
の
変

事
例
か
ら
う
か
が
え
る
。
「
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
公
の
画
家
」
ヴ
ェ
ン
デ
ル
・

刷
特
認
権
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。

よ
る
と
同
年
印

A
u
s
st
h
ei
l
u
ng
 de
r
 V. S
e
u
l
e
n
:
 D
a
s
 e
r
st
 
B
u
c
h
』
（
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
、

が
刊
行
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の

A
r
c
hi
t

e
ct
u
r
 v
o
n
 P
o
rt
a
l
e
n
 u
n
d
 T
h
号
ge
ri
c
ht
e
n
m
a
n
c
h
e
r
l
e
y
 a
rt
e
n
:
 

D
a
s
 a
n
d
e
r
 B
u
c
h
』
（
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
、
五
九
四
年
）
が
刊
行
さ
れ
る
。

の
柱
の
分
類
と
対
称
性
、
比
例
に
つ
い
て

A
r
c
hi
t

e
ct
u
r
a
v
o
n
 

な
お
、

A
u
s
st
h
ei
l
u
n
g
 S
y
m
et
ri
a
 u
n
d
 P
r
o
p
o
rt
i
o

n
 d
e
r
 fii
n
f
 S
e
u
l
e
n
…
』
（
ニ
ュ

ル
ン
ベ
ル
ク
、
五
九
八
年
）
が
出
版
さ
れ
る
結
果
と
な
っ

の
オ
ー
ダ
ー

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ク
ラ
マ
ー
も
刊
行
し
、
印
刷

(

3

1

)

 

特
認
権
を
得
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
流
行
が
見
て
と
れ
る
。

1

)

は
、
提
出
し
た
印
刷
物
が
皇
帝
の
手
や
宮
廷
図
書
館
に
渡
っ
て
い

五
つ

予
定
通
り
の
五
つ
の
オ
ー
ダ
ー
に
関

訳
2

)

で
そ
の
内
容
を
子
細
に
述
べ
、

デ
ィ
ー
タ
リ
ー
ン
は
建
築
論
を
全
七
巻
で
構
想
し
、
一
五
九

れ
ば
、
ラ
テ
ン

化
が
あ
っ
た
と
し
て
も
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
様
子
で
あ
る
こ
と
も
、

つ
く
者
や
、
諸
侯
に
仕
え
る
画
家
等
の
身
分
の
者
が
一
定
数
含
ま
れ

退
け
ら
れ
て
い
る

爾
、
さ
ら

月

い
っ
た
官
職
に
つ
く
者
も
い
た
。

ン
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出
な
い
。
く
わ
え
て
、

エ
レ
ー
ラ
の
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
修
道
院
の
素
描
に 一世

一
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
士
ゲ
オ
ル
ク
・
シ
ェ
ラ
ー

(
G
e
o
r
g
S
c
h
e
r
e
r
)
が、

祈
祷
書
の
形
で
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
で
シ
ェ
ー
ニ
ヒ

(
V
a
l
.
S
c
h
o
n
i
g
)
に
こ
の

(

3

2

)

 

連
作
を
印
刷
さ
せ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
モ
ノ
グ
ラ
ミ
ス
ト

I
F
が
細
密
画

の
形
で
彩
色
し
、
金
に
よ
っ
て
際
立
た
せ
て
お
り
、
か
つ
装
丁
も
さ
れ
て
い
る

(

3

3

)

 

よ
う
で
あ
る
。
シ
ェ
ラ
ー
の
名
は
本
特
認
権
の
請
願
書
に
確
認
で
き
、
ま
た
特

認
権
の
「
短
い
祈
り
が
添
え
ら
れ
た
」
と
い
う
記
述
と
も
一
致
し
、
特
認
権
の

発
行
年
と
書
籍
の
刊
行
年
も
一
年
差
で
あ
る
た
め
、
こ
の
祈
祷
書
へ
の
印
刷
特

認
権
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
一
六

0
七
年
か
ら
一
六
―
一
年
に
編

纂
さ
れ
た
ル
ド
ル
フ
ニ
世
の
ク
ン
ス
ト
カ
マ
ー
の
目
録
を
み
る
と
、
「
一
冊
の

黒
革
の
小
祈
祷
書
、
細
密
画
に
よ
る
小
さ
な
図
像
、
確
実
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
作

(

3

1

)

 

風
に
よ
る
」
と
あ
り
、
記
述
と
の
類
似
か
ら
、
こ
の
祈
祷
書
が
ル
ド
ル
フ

に
所
有
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
パ
ロ
イ
タ
ー

自
身
が
皇
帝
に
直
接
献
呈
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
印
刷
特
認
権
を
得

て
提
出
し
た
印
刷
物
が
ク
ン
ス
ト
カ
マ
ー
に
収
蔵
さ
れ
た
か
は
可
能
性
の
域
を

基
づ
く
ピ
ー
テ
ル
・
ペ
レ
ッ
ト
版
刻
の
版
画
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
図
書
館
に

品

）

収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
こ
の
図
書
館
の
前
身
は
宮
廷
図
書
館
で

(

3

6

)

 

あ
り
、
ル
ド
ル
フ
ニ
世
の
時
代
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
図
像
に
関
す
る
印
刷
特
認
権
を
と
お
し
て
、
宮
廷
と
芸
術

家
お
よ
び
職
人
の
関
係
性
や
、
芸
術
家
に
と
っ
て
の
そ
の
重
要
性
、
ま
た
当
時

一
五
九

に
制
作
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
『
銅
版
画
受
難
伝
』

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

製
本
し
た
と
い
う
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
版
画
は
、

一
五

0
七
年
か
ら

性
を
考
察
す
る
一
助
と
な
り
う
る
。
ま
ず
、
パ
ロ
イ
タ
ー
が
祈
祷
文
を
添
え
て

五
―
二
年
頃

一
五
八
四
年
六
月
七
日
、
プ
ラ
ハ
。

(

1

)

 

一
五
八
四
年
六
月
七
日
、

函

）

フ
ァ
ン
・
デ
・
エ
レ
ー
ラ

需
要
が
あ
っ
た
印
刷
物
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
が
明
ら
か
に
な
る
。
帝
国
は
広

大
な
領
土
を
有
し
た
ゆ
え
に
、
印
刷
特
認
権
の
有
効
範
囲
も
広
く
、
そ
れ
は
申

請
者
に
と
っ
て
魅
力
的
か
つ
有
益
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
宮
廷
か
ら

離
れ
た
土
地
や
外
国
か
ら
の
申
請
は
、
申
請
者
に
金
銭
面
で
多
大
な
負
担
が
か

か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
申
請
は
、
そ
れ
で
も
印
刷
特
認
権
を
得
る
だ

け
の
魅
力
が
帝
国
に
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
と
な
る
。
帝
国
は
、
印
刷
特
認
権
の

発
行
と
い
う
点
で
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
印
刷
物
や
印
刷
さ
れ
た
図
像
の
流
通
の

以
下
で
は
、
時
系
列
順
に
図
像
に
対
す
る
印
刷
特
認
権
お
よ
び
そ
の
請
願
書

を
翻
訳
す
る
。
本
稿
で
訳
出
す
る
対
象
は
、
皇
帝
ル
ド
ル
フ
ニ
世
が
発
行
し
た

印
刷
特
認
権
の
な
か
で
も
、
印
刷
さ
れ
た
図
像
に
対
す
る
印
刷
特
認
権
か
、
あ

る
い
は
特
認
権
が
現
存
し
な
い
場
合
は
そ
の
請
願
書
で
あ
る
。
た
だ
し
、
暦
や

地
図
は
含
め
ず
、
特
筆
し
て
訳
出
す
る
内
容
を
含
ま
な
い
簡
潔
な
印
刷
特
認
権

も
対
象
と
し
て
い
な
い
。
な
お
、
訳
文
の
〔
〕
内
の
日
本
語
は
訳
者
が
補
っ

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
ヴ
ォ
ル
テ
リ
ー
ニ
の
翻
刻
を

(

3

7

)

 

底
本
と
し
て
い
る
。

皇
帝
ル
ド
ル
フ
ニ
世
は
、

フ
ァ
ン
・
デ
・
エ
レ
ー
ラ
の
願
い
に
基
づ
き
、
〔
以

翻
訳

ひ
と
つ
の
中
心
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。
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い
形
式
で
、

の
柱
と
い
う
根
本
的
な
分
類
を
含
む
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ

シ
ュ
〕

の
製
本
師
で
あ
る
ゲ
オ
ル
ク
・
パ
ロ
イ
タ
ー
の

し‘

き
、
〔
以

よ
り
簡
単
で
容
易
な
、
若
者
に
理
解
し
や
す

皇
帝
ル
ド
ル
フ
ニ
世
は
、

フ
ラ
ン
ス

一
五
九
二
年
五
月
二
十
九
日
、
プ
ラ
ハ
。

(

3

)

 

一
五
九
二
年
五
月
二
十
九
日
、
ゲ
オ
ル
ク
・
パ
ロ
イ
タ
ー

下
の
と
お
り
素
描
の
複
製
を
〕
禁
じ
る
。
彼
は
、

エ
ス
コ
リ
ア
ル
の
町
近
く
の

(

3

9

)

 

ト
レ
ド
王
国
に
あ
る
王
立
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ソ
修
道
院
の
聖
堂
お
よ
び
そ
の
他
の

建
築
物
と
記
念
す
べ
き
事
物
か
ら
成
る
全
建
築
の
素
描
を
制
作
し
て
お
り
、

ペ
イ
ン
王
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
の
特
認
権
に
よ
り
印
刷
さ
せ
た
。
こ
の
素
描
の
あ
ら

ゆ
る
複
製
に
つ
い
て
は
、
複
製
の
没
収
と
金
十
マ
ル
ク
の
過
料
を
科
す
処
罰
を

下
す
。
た
だ
し
、

（
一
五
九
二

エ
レ
ー
ラ
は
、
彼
の
印
刷
物
の
三
部
を
帝
国
宮
廷
宰
相
府
ラ

テ
ン
局
に
送
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

I

一
五
八
四
年
六
月
七
日
、
プ
ラ
ハ
に
て
付

一
五
九
二
年
五
月
十
一
日
以
前
、
ヴ
ェ
ン
デ
ル
・
デ
ィ
ー
タ
リ
ー
ン
に

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

一
日
以
前
）

ス

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
ヴ
ェ
ン
デ
ル
・
デ
ィ
ー
タ
リ
ー
ン
は
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ

ル
ト
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
公
の
画
家
で
あ
る
が
、
彼
が
皇
帝
ル
ド
ル
フ
ニ
世

に
申
し
上
げ
る
こ
と
に
は
、
彼
は
長
年
、
習
得
し
た
技
を
熱
心
に
磨
き
、
以
下

の
こ
と
が
可
能
に
な
る
ま
で
仕
上
げ
た
。

つ
ま
り
、
私
〔
デ
ィ
ー
タ
リ
ー
ン
〕

は
そ
の
技
を
私
の
た
め
に
私
自
身
で
保
つ
だ
け
で
な
く
、
他
の
人
々
に
そ
の
技

を
用
い
て
尽
く
し
、
建
築
と
芸
術
の
す
べ
て
の
愛
好
家
に
対
し
て
印
刷
を
と
お

し
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
私
は
ひ
と
つ
の
作
品

を
七
冊
の
書
物
に
分
け
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
二
八

0
枚
の
銅
版
画
作
品
を
収

れ
は
こ
れ
ま
で
他
の
人
々
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
私
は

縁
飾
り
と
ア
ー
キ
ト
レ
ー
ブ
、

フ
リ
ー
ズ
、

コ
ー
ニ
ス
と
、
そ
の
上

さ
ま
ざ
ま
な
窓
と
ゲ
ー
ブ
ル
の
抜
粋
を
の
せ
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
私
は
さ
ま
ざ
ま
な
墓
碑
銘
と
そ
の
装
飾
に
一
部
を
成
す
も
の
を
分
類
し

た
。
第
七
書
そ
し
て
最
後
に
は
、
十
ニ
ヶ
月
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
星
座
と
と
も
に

多
種
多
様
な
方
法
と
特
別
な
方
法
で
作
り
上
げ
た
。
そ
こ
に
、

ゆ
る
建
築
家
と
エ
員
ら
、
石
エ
と
彫
刻
家
、
画
家
と
指
物
師
、

る
た
め
に
、
現
れ
る
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
彼
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
印
刷
さ
せ

る
こ
と
を
望
み
、
彼
は
皇
帝
に
複
製
を
禁
ず
る
よ
う
に
願
う
。

面
：
十
年
間
の
承
認

一
五
九
二
年
五
月
十
一
日
施
行
。

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
〔
・
ド
ー
ト
リ

下
の
複
製
を
〕
禁
じ
る
。
彼
が
述
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
家
の
ロ
ー

J
・
ク
ル
ツ
。

S
・
エ
ル
ス
テ
ン
ベ
ル
ガ
ー
。

の
若
者
、
そ
れ
か
ら
芸
術
の
あ
ら
ゆ
る
愛
好
家
の
利
益
と
〔
彼
ら

つ
い
た
、
古
く
か
ら
考
察
の
対
象
に
な
っ
て
き
た
ケ
ベ
ス

(

2

)

 

与。

下
式
噴
泉
と
く
み
井
戸
、
そ
し
て
手
水
鉢
を
そ
の
中
に
含
む
だ
ろ
う
。

ま
な
暖
炉
や
、
煙
突
、
暖
炉
の
扉
を
そ
の
中
に
含
む
だ
ろ
う
。

て
紋
章
が
そ
の
飾
り
も
添
え
て
現
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
第

き
、
目
を
惹
き
つ
け
た
。

は
、
多
種
多
様
な
ポ
ー
タ
ル
、

ま
な
装
飾
が
つ
い
た
、
こ
れ
ら
の
柱
、
円
柱
ま
た

の

さ
ま
ざ

は
、
そ
こ
に
そ
し
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_
―
六

0
0年
三
月
十
四
日
、
プ
ル
ゼ
ニ
ュ
に
て
付
与
。

な
る
皇
帝
た
ち
な
ら
び
に
ロ
ー
マ
人
の
王
た
ち
の
似
姿
を
、
わ
れ
ら
自
身
ま
で

（
一
六

0
五
年
三
月
二
十
日
以
前
）

い
カ
ト
リ
ッ
ク
の
短
い
祈
り
の
添
え
ら
れ
た
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
の

受
難
伝
図
像
の
あ
る
も
う
一
冊
の
小
型
本
を
印
刷
さ
せ
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
。
帝
国
と
世
襲
領
の
全
臣
民
に
対
し
て
、
特
認
権
の
日
か
ら
十
年
間
、
こ
れ

ら
の
書
籍
の
複
製
と
複
製
の
売
買
に
つ
い
て
は
、
パ
ロ
イ
タ
ー
の
た
め
に
複
製

を
没
収
す
る
処
罰
を
下
す
。
た
だ
し
、
彼
の
者
は
、
帝
国
宮
廷
宰
相
府
に
〔
印

刷
し
た
書
籍
を
〕
二
部
送
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

I

一
五
九
二
年
五
月
二
十
九
日
、

皇
帝
ル
ド
ル
フ
ニ
世
は
、
帝
国
〔
宮
廷
宰
相
府
〕
ラ
テ
ン
局
の
書
記
官
で
あ
っ

た
マ
イ
ン
バ
ハ
の
パ
ウ
ル
・
マ
イ
ン
ペ
ク
の
未
亡
人
、

マ
ル
タ
の
求
め
に
応
じ

て
以
下
を
禁
じ
る
。
彼
女
が
皇
帝
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
彼
女
の
亡
く
な
っ

た
夫
君
は
、
我
ら
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
名
高
き
家
系
よ
り
輩
出
さ
れ
た
る
、
神

を
も
含
む
、
我
ら
に
至
る
こ
の
上
な
く
明
白
な
記
憶
の
た
め
に
、
私
財
を
投
じ

て
、
銅
や
銅
の
薄
板
に
刻
ま
せ
た
。
そ
し
て
、
ラ
テ
ン
語
の
成
旬
で
作
ら
れ
た

あ
る
種
の
賛
辞
で
飾
っ
た
。
そ
れ
を
、
彼
女
は
い
ま
や
出
版
す
る
こ
と
を
望
ん

で
い
る
。
帝
国
と
世
襲
領
の
全
臣
民
に
は
、
五
年
の
間
、
こ
れ
ら
の
図
像
の
複

製
に
つ
い
て
は
、
〔
複
製
の
〕
没
収
と
金
五
マ
ル
ク
の
処
罰
を
下
す
こ
と
と
す
る
。

裏
面
i
―
六

0
四
年
八
月
十

一
六

0
0年
三
月
十
四
日
、
プ
ル
ゼ
ニ
ュ
。

い
と
い
う
特
認
権
を
願
い
出
て
い
る
。

(

4

)

 

一
六

0
0年
三
月
十
四
日
、

し
、
銅
板
に
彫
ら
せ
、

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
で
印
刷
さ
せ
る
つ
も
り
で
あ
る
。
そ

プ
ラ
ハ
に
て
付
与
。

(

4

4

)

 

マ
ル
タ
・
マ
イ
ン
ペ
ク

マ
皇
帝
の
家
系
に
つ
い
て
の
一
冊
の
小
冊
子
と
、
さ
ら
に
、

い
く
つ
か
の
美
し

（5)

（
一
六

0
四
年
八
月
十
一
日
以
前
）

願
書

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
リ
ー
ル
に
よ
る
請

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
候
の
肖
像
画
家
で
あ
る
ア
ン
ス
バ
ハ
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・

リ
ー
ル
が
皇
帝
ル
ド
ル
フ
ニ
世
に
申
し
上
げ
る
こ
と
に
は
、
彼
は
、
ブ
ラ
ン
デ

ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
家
と
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
辺
境
伯
の
故
ゲ
オ
ル
ク
・
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
の
き
わ
め
て
称
賛
す
べ
き
面
影
や
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
と
ヨ
ア
ヒ

ム
・
エ
ル
ン
ス
ト
、
プ
ロ
イ
セ
ン
公
な
ど
、

し
て
、
皇
帝
に
こ
れ
ら
の
肖
像
を
何
人
た
り
と
も
複
製
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な

日
、
〔
帝
国
〕
宮
内
法
院
。

（6)

（
一
六

0
五
年
三
月
二
十
日
以
前
）

願
書

つ
ま
り
旦
那
様
方
の
肖
像
を
制
作

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
リ
ー
ル
に
よ
る
請

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
候
の
ア
ン
ス
バ
ハ
の
肖
像
画
家
、

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
リ
ー

ル
が
皇
帝
ル
ド
ル
フ
ニ
世
に
申
し
上
げ
る
こ
と
に
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
家

の
何
名
か
、
選
帝
侯
と
侯
爵
お
よ
び
そ
の
ご
令
闇
の
肖
像
を
銅
板
に
彫
り
、
印

刷
を
行
わ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
最
近
、
皇
帝
陛
下
に
謹
ん
で
請
願
し
た
。

何
者
も
そ
れ
ら
を
複
製
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
よ
う
、
皇
帝
陛
下
が
私
に
こ

の
上
な
く
恵
み
深
い
皇
帝
の
特
認
権
を
授
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
望
ん
で
い

た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
私
の
具
申
内
容
に
対
し
て
、
こ
の
上
な
く
恵
み
深
い
回

六
0
四
年
八
月
十
一
日
以
前
）
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六
0
六
年
九
月
一
日
、
余
の
プ
ラ
ハ
の
王
宮
に
て
付
与
。

図
像
の
少
な
く
と
も

部
を
帝
国
宮
廷
宰
相
府
に
送
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

1

の
あ
ら
ゆ
る
複
製
と
、
そ
の
複
製
の
販
売
に
つ
い
て
は
、

の
没
収
と
金
十

像
を
発
行
し
た
い
と
述
べ
た
。
発
行
の
時
点
よ
り
十
年
間
、
こ
れ
ら

教
と
帝
国
法
に
反
す
る
こ
と
を
含
ん
で
は
な
ら
ず
、

ウ
ェ
ニ
ウ
ス
は
こ
れ
ら
の

罰
を
科
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
版
画
は
醜
聞
と
な
る
も
の
や
、
カ
ト
リ
ッ
ク

き
、
〔
以
下
の
と
お
り
、
図
の
複
製
を
〕

出
に
よ
り
銅
板
に
彫
版
さ
れ
、
た
ぐ
い
ま
れ
な
る
熱
意
で
彫
琢
さ
れ
た
あ
る
図

自
ら
の

ド
ル
フ
ニ
世
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
・
ヘ
イ
ン

し‘

一
六

0
年
二
月
十
一
日
、
プ
ラ
ハ
゜

の
あ
ら
ゆ
る
複
製
を
禁
じ
、
複
製
の
差
し
押
さ
え
と
金
十
マ
ル
ク
の
過
料
の
処

(

9

)

 

一
六
一

0
年

一
日
、
ジ
ャ
ッ
ク

刻
ま
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
、
世
に
出
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
娯
楽
だ
け
で
な
く
、

公
の
有
用
性
を
も
た
ら
す
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
版
画

・
ヘ
イ
ン
ニ

畠
促
出
日

六
0
八
年
十
月

一
六

0
九
年

を
修
練
し
て
き
た
。
ま
た
彼
は
日
々
、
自
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
図
像
が
、
銅
板
に

彫
版
し
、
印
刷
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
内
容

い
出
て
い
る
。

を
禁
ず
る
。
彼
が
述
べ
た
の
は
、
彼
は
、
人
生
の
初
め
の
頃
よ
り
絵
画
の
わ
ざ

が
作
り
上
げ
た
版
画
を
模
し
て
彫
版
し
、

エ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、

で〕

ド
ル
フ

一
世
は
、
オ
ッ
ト
ー
・
ウ
ェ
ニ
ウ
ス
の
願
い
に
基
づ
き
、
以
下

愛
好
家
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
皇
帝
に
、
何
人
た
り
と
も
、

一
六

0
六
年
九
月
一
日
、
プ
ラ
ハ
。

(

7

)

 

六
0
五
年
三
月
二
十
日
、
そ
し
て
異
な
る
者
の
手
で

か
か
る
多
大
な
る
骨
折
り
に
よ
っ
て
習
得
し
た
彫
版
術
で
、
他

を
願
い
出
る
。 、
こ
れ
ら
の
版
画
の
あ
ら
ゆ
る
複
製
を
禁
じ
さ
せ
る
特
認
権
の
授
与

一
月
二
十
四
日
、

宮
内
法
院
。

一
日
、
オ
ッ
ト
ー
・
ウ
ェ
ニ
ウ
ス

（
オ
ッ
ト
ー
・
フ
ァ

こ
ろ
で
は
、
彼
は
若
い
頃
よ
り
、
少
な
か
ら
ぬ
努
力
と
働
き
、
そ
し
て
労
力
の

優
れ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
的
作
品
と
世
俗
的
作
品
を
生
み
出
す
よ
う
、
特
別

な
勤
勉
さ
で
も
っ
て
常
に
専
心
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
わ
ざ
に
よ
っ

て
た
い
と
い
う
彼
の
希
望
は
、
し
か
し
、
他
の
人
々
に
よ
っ
て
た
び
た

び
無
に
帰
せ
し
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
彼
は
、
他
の
君
主
に
も
ま
し
て
あ
ら

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
・
ヘ
イ
ン

の
帝
国
宮
内
法
院
、
そ
し
て
視
下
に
謹
ん
で
従
う
ゆ
え
、
彼
は
今

（
一
六

0
八
年
十
月
三
十
日
以
前
）

答
を
私
に
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
私
は
こ
う
し
た
肖
像
を
、
ま
ず
ご
覧
い

た
だ
く
た
め
に
、
送
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
ら
、
陛
下
の
も
と
へ
も
お
持
ち
す
る
。

(

8

)

 

が
皇
帝
ル
ド
ル
フ
ニ
世
に
申
し
上
げ
る
と

（
一
六

0
八
年
十
月
三
十
日
以
前
）
ジ
ャ
ッ
ク

の

き
と
な
っ
て

・
ヘ
イ
ン
ニ
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マ
ル
ク
の
過
料
の
処
罰
を
科
す
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
図
が
下
品
な
も
の
や
、

を
〕
少
な
く
と
も
三
部
送
る
限
り
に
お
い
て
と
す
る
。

I

一
六
一

0
年
二
月

本
稿
は
令
和
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
JP
2
1
K
l
2
8
8
3
)

に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

特
認
権
の
翻
訳
に
際
し
て
、
神
戸
大
学
の
佐
藤
昇
教
授
と
久
山
雄
甫
准
教
授

に
ご
助
言
と
ご
助
力
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

＋エ＿＿―-ロ
(

1

)

版
画
に
対
し
て
発
行
さ
れ
た
印
刷
特
認
権
に
関
し
て
は
、
以
下
の
書
で
言
及
さ
れ
る
。

附
記

W

ii.
r
te
n
b
e
r
g
e
r
,
 
T
.
,
 
D
a
s
 K
u
n
s
tfa
l
s
c
h
e
r
tu
m
:
 E
n
ts
te
h
u
n
g
 u
n
d
 

B
e
k
a
mp
fu
ng
 ein
e
s
 V
e
r
b
r
e
c
h
e
n
s
 v
o
m
 A
nfa
ng
 de
s
1
5
.
 b
is
 z
u
m
 E
n
d
e
 d
e
s
 

]8. 
J
a
h
r
h
u
n
d
e
r
ts, 
W
e
im
a
r
,
 1
9
4
0
,
 
pp. 1
8
6
,
1
9
0
;
 A
.
 G
r
iffith
s
,
 A., 
T
h
e
 

P
ri
n
t
 

b
ef
o
r
e
 P
h
ot
o
g
r
a
p
h
y
,
 L
o
n
d
o
n
,
 2
0
1
6
,
 
pp. 9
5
,
1
0
7
;
 
L
a
n
d
a
u
,
 D
.
,
 

P
a
r
s
h
a
l
l
,
 
P., 
T
h
e
 R
e
n
ai
s
s
a
n
c
e
 P
ri
n
t
 

1
4
7
0
,
]
5
5
0
,
 N
e
w
 H
a
v
e
n
 a
n
d
 

L
o
n
d
o
n
,
 1
9
9
4
,
 
pp. 2
9
8
,
3
0
2
,
 e
t
 pa
s
s
im
;
 P
o
n
,
 L., 
R
ap
h
a
e
l
, Diirer, 
a
n
d
 

M
a
r
c
a
n
to
n
io
 R
a
im
o
n
d
i: 
C
op
y
in
g
 a
n
d
 th
e
 I
ta
l
ia
n
 R
e
n
a
is
s
a
n
c
e
 P
r
in
t, 

N
e
w
 H
a
v
e
n
 a
n
d
 L
o
n
d
o
n
,
 2
0
0
4
,
 
p
p
.
 3
8
,
6
6
;
 
L
im
o
u
z
e
,
 D
.
,
 A
egi
d
iu
s
 

S
a
d
e
l
e
r
 
(c. 1570,]629)••Draw

i ngs, 

P
ri
n
t

s
 a
n
d
 A
rt
 

T
h
e
o
r
y
,
 Ph•D. 

D
iss., 
P
r
in
c
e
to
n
 U
n
iv
e
r
s
ity, 
1
9
9
0
, 
p. 
61, 
n. 
4
1
.
ウ
イ
ト
コ
ム
は
、
と
く
に

十
六
世
紀
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
ロ
ー
マ
に
お
け
る
版
画
の
特
認
権
に
つ
い
て
ま
と
め

て
い
る
。

W

itc
o
m
b
e
,
C
.
 L
.
 
C
.
 
E., 
C
op
yr
igh
t
 in
 th
e
 R
e
n
a
is
s
a
n
c
e
:
 P
r
in
ts
 

一
日
、
余
の
プ
ラ
ハ
の
王
宮
に
て
付
与
。

よ
い
風
紀
を
損
ね
る
も
の
を
含
ま
ず
、

ヘ
イ
ン
が
帝
国
宮
廷
宰
相
府
に
〔
刷
り

a
n
d
 th
e
 P
r
iv
ilegio
 in
 S
ixte
e
n
th
,
C
e
n
tu
ry
 V
e
n
ic
e
 a
n
d
 R
o
m
e
,
 L
e
id
e
n
,
 

2
0
0
4
.

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
の
印
刷
特
認
権
に
つ
い
て
は
コ
ピ
ッ
ツ
の
論
考
に
詳
し

く
、
版
画
家
に
も
言
及
し
て
い
る
。

K
o
ppitz,
H
.
J
.
,
 
"
K
a
is
e
r
l
i
c
h
e
 P
r
ivile
gie
n
 

for
 d
a
s
 A
u
g
s
b
u
r
g
e
r
 D
r
u
c
k
g
e
w
e
r
b
e
"
,
 A
u
g
s
b
u
rg
e
r
 B
u
c
h
d
r
u
c
k
 u
n
d
 

V
e
tla
g
s
w
e
s
e
n
 v
o
n
 d
e
n
 A
nfa
ng
e
n
 b
is
 z
u
r
 G
eg
e
n
w
a
r
t, 
e
d
.
 b
y
 H
.
 G
ie
r
 

a
n
d
 J
.
 J

a
n
o
ta, 
W
ie
s
b
a
d
e
n
,
 1997, 
pp. 41,52.
出
版
許
可
と
検
閲
に
関
し
て

は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
書
の
ほ
か
に
次
を
参
照
の
こ
と
。

V
o
e
t,
L., 
T
h
e
 G
o
l
d
e
n
 

C
o
m
p
a
s
s
e
s
,
 2, 
pp. 2
5
5
,
5
7
,
2
7
6
,
7
7
.
 

(

2

)

川
上
恵
理
「
史
料
紹
介
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ル
ド
ル
フ
ニ
世
に
よ
る
版
画
家
へ
の
特
権

付
与
に
つ
い
て
」
、
『
美
術
史
論
集
』
二
ニ
号
、
神
戸
大
学
美
術
史
研
究
会
、
二

0
ニ
ニ

年、
(

l

)

_

(

1

3

)

頁。

(

3

)

リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ブ
ル
、
ア
ン
リ
11

ジ
ャ
ン
・
マ
ル
タ
ン
（
関
根
素
子
、
宮
下

志
朗
、
長
谷
川
輝
夫
、
月
村
辰
雄
訳
）
『
書
物
の
出
現
』
、
下
、
筑
摩
書
房
、

一
九
八
五
年
、
一
―
六
ー
―
二
七
頁
。

K
o
ppitz,
H
.
 J
.
,
 
D
ie
 k
a
is
e
r
l
i
c
h
e
n
 

D
r
u
c
k
p
r
iv
ilegie
n
 im
 H
a
u
s
-
,
 H
of,
u
n
d
 S
ta
a
ts
a
r
c
h
iv
 W
ie
n
:
 V
e
r
z
e
ic
h
n
is
 

d
e
r
 A
kt
e
n
 v
o
m
 A
nf
a
n
g
 d
e
s
 1
6
.
 
J
a
h
r
h
u
n
d
e
rt
s
 bi
s
 z
u
m
 E
n
d
e
 d
e
s
 

D
e
u
ts
c
h
e
n
 R
e
ichs, W
ie
s
b
a
d
e
n
,
 2
0
0
8
,
 pp. v
ii
,xx. 

(
4
)
G
ie
s
e
k
e
,
 L., 
V
o
m
 P
r
iv
ileg
 z
u
m
 U
r
h
e
b
e
r
r
e
c
h
t, 
G
o
ttin
ge
n
,
 1995, pp. 39, 

40; 
K
o
ppit
z, 
o
p. 
c
it., 
1
9
9
7
,
 
pp. 4
1
,
4
2
;
 
K
o
ppit
z, 
o
p. 
c
it., 
2
0
0
8
,
 
p. 
ix;
 

W
itc
o
m
b
e
,
 op. c
it., 
p. 328.
フ
ェ
ー
ブ
ル
／
マ
ル
タ
ン
、
前
掲
書
、
一
―
九
頁
。

(
5
)
K
o
ppitz, 
o
p. c
it., 
1997, p. 41; W
itc
o
m
b
e
,
 op. c
it., 
p. 53. 

(
6
)
W
u
r
te
n
b
e
r
ger, 
op. c
it., 
p. 
186; L
a
n
d
a
u
,
P
a
r
s
h
a
l
l
,
 o
p. c
it., 
pp. 2
3
7
,
 300; 

G
r
iffiths, op. c
it., 
p. 
100.
本
版
画
に
つ
い
て
は
以
下
で
も
言
及
さ
れ
る
。

P
o
n
,

op
.
 c
it., 
pp. 4
6
ff. 

(
7
)
W
itc
o
m
b
e
,
 op. c
it., 
pp. 3
2
,
3
3
,
n
・20.
特
認
権
(
p
r
iv
ilegio)
に
は
種
類
が
あ
り
、

研
究
者
に
よ
っ
て
や
や
異
な
る
分
類
が
な
さ
れ
る
が
、
ウ
イ
ト
コ
ム
は
一
時
的
な
専

売
権
と
、
印
刷
術
な
ど
の
発
明
や
技
術
の
発
展
に
際
し
て
与
え
ら
れ
た
特
許
証
、
そ

126-
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蓉
辻
送
S
岳
蚕
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ぺ
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ヤ
ニ
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(00)“[
…
]
n
o
n
 p
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fa
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m
o
d
o
 a
d
 a
n
n
o
s
 q
u
atuor in
 sim
ili 
for
m
a
,
[
…]” 

F
uli
n, 
R
inaldo, 
"
D
o
c
u
m
e
nti 
p
er servire 

alla 
S
toria
 della T
ip
ografi
a
 

V
e
n
e
z
iana", A
r
c
h
ivio
 Ve
n
e
ta, 
23, 
1882, 
p. 
143, 
no. 
105; 
Schulz, 

J., 

"Jacop
o
 de
'
B
a
r
b
a
ri's 
V
ie
w
 of
 Ve
nice: 
M
ap
 M
a
kin
g, 
C
ity V
iews, a
n
d
 

M
o
r
ali
zed G
e
og
rap
h
y
 be
fore th
e
 Y
e
a
r
 1500", T
h
e
 A
rt
 Bulleti
n, 
60 
(3), 

1978, p. 473. 

(o-,) 
W
it
combe, op. 

cit., 
p. 
336. 

虚
）
Ib
id.,
p. 
334; G
ieseke, op. 

cit., 
p. 
40. 

（二）
G
riffit
hs,
op. 
cit., 
p. 
10
1. 

心
）
ば
口
睾
「
海
巨
的
毒
翌
以
盆
亡
心
岳
苺
錮
睾
写
遅
以
0
ニ
ャ
」
＇
『
回
経
臼
聯
幻
ド
可
ヘ
・

瞬
采
恕
入
ギ
—
＋
会
』

1
11 
1Il
区
1
1
0
 l
 4（
母
＇
兵
＜
冨゚
E
isenhardt,

U., D
ie
 

k
a
iserl
iche A
ufsic
h
t
 iiber B
u
c
h
d
r
u
c
k
,
 B
u
c
h
a
n
d
e
l
 u
n
d
 Presse im

 

I-Ie
ilig
e
n
 R
o
m
is
c
h
e
n
 R
e
ic
h
 D
e
u
ts
c
h
e
r
 N
a
ti
o
n
 
(
1
4
9
6
-
1
8
0
6
)
,
 

Karlsruhe, 1970, p. 
10. 

ぼ
）
ド
H
ー
ト
会
＼
ヤ
会
ぶ
入
＇
芸
翠
攀
I
 1
兵
冨゚
K
oppit
z,
op. 
cit., 
2008, pp. 

v
iii-ix. 
;:.c_ 
~
 ~
晦
圏
や
苺
嗣
ロ
ー
ト
恕
回
S
岳
苺
器
醤
送
以
巨
⇒
ヤ
四
＇
溢
2
S

卜
←
中
入
く
全
,
.
.
L
.
や
ば
口
S
籠
唇
拇
S
華
以
＇
こ
対
←
如
魯
産゚
S
c
h
ott
enloher,

K., 

"
D
ie
 Dr
u
c
k
p
riv
ilegie
n
 des 16. 
J
a
h
r
h
u
n
d
e
r
ts", 
G
u
tenberg
-
Jahrbuch, 8, 

1933, pp. 
89-110; K
oppit
z, 
op. 
cit., 
1997, pp. 

41-52; W
it
combe, op. 

cit., 

pp. 332-33; G
riffit
hs, op. cit., 

p. 
106. 

（コ）
P
utt
er,
J. 
S., 
D
e
r
 B
ii
c
h
e
m
a
c
h
d
r
u
c
k
 n
a
c
h
 a
c
h
te
n
 G
r
u
n
d
s
atzen des 

R
e
c
h
ts
 gep
riift, 
G
otti
n
g
en, 
1774, p. 
170; 
W
it
combe, op. 

cit., 
p. 
332; 

G
ieseke, op. 

cit., 
p. 
41; 
K
oppit
z, 
op. 
cit., 
1997, pp. 

41-42; 
K
oppit
z, 
op. 

cit., 
2008, p. 
IX; K
a
w
o
h
l
,
 F., 
"
C
o
m
m
e
ntary
 on
 I
mp
erial 
P
riv
ileg
es 
for
 

C
o
n
r
a
d
 Celti
s
 (1501/02) ", 

P
rim
a
ry
 Sources o
n
 C
op
y
righ
t
 (1450-1900), 

ed. 
b
y
 L. 
B
e
ntly
 an
d
 M
.
 K
r
etschmer, 2008. 

(
w
w
w
.
c
op
y
righ
th
istory. 

or
g). 202
1. 
12. 30
益
翠゚

ぼ
）
S
c
h
ott
enloher,
op. 
cit., 
p. 
89; K
oppit
z, 
op. 
cit., 
1997, p. 
42. 

ぽ
）
G
ieseke,
op. 
cit., 
p. 
43; 
W
it
combe, op. 

cit., 
p. 
84; 
W
ii
rte
n
b
e
rg
er, 
op. 

cit., 
p. 
187; Pon, op. 

cit., 
pp. 64-65. 

心
）
“
I
mp
r
e
s
s
u
m
N
u
r
n
b
e
rge
 per Albertu

m
 Du
r
e
r
 P
ictorem/ A

n
n
o
 chrsti 

M
illesim
o
 q
u
in
ge
ntesim
o
v
u
n
d
e
cim
o
"
 C
h
eli
d
o
nius, 
B., 
P
a
s
s
io
 Ch
risti 

a
b
 Alberto
 Du
r
e
r
 N
u
r
e
n
b
e
rg
ensi
 effigi
a
ta, 
N
u
r
e
m
b
e
rg, 
151
1. 
M
u
nich, 

B
ay
erische S
ta
atsbib
li
oth
e
k. 
(http
s://www.digit

a
l
e
-
s
a
m
m
l
u
ng
en.de/ 

v
ie
w
/bsb00000462?p

a
ge=79) 
2024. 
1. 
10
盗
亨

虚
）
J
J
~
岳
蚕
器
磐
翠
S
怜
祝
e
+
↑
＜
羊
湿
以
辻
婆
め
菜
心
師
⇒
茶

ll
叶
会
，
＼
，
，
＜
会
へ
S

''ぐ←
H
会
，
、
ま
斗
以
釦
涯
以
声
Il1lめ
菜
ヤ
ニ
心
゜
W
it
combe,
op. 
cit., 
p. 
84, 
no. 

27.
や
~
1
ド
~
K
,
.
L
.
迂
益
←
S
攀
以
芸
磁
ね
菜
ヤ
；
心
゜

R
u
p
p
rich,
H., D
ii
rers 

S
c
h
riftli
cher Nachlass, I, 

B
e
rlin, 
1956, pp. 76-77, no. 23. 

ぼ
）
忍
Il1l馨
誕
巨
S
婆
料
翠
幽
心
勾
以
〇
ニ
ャ
芝
’
益
←
如
総
産
゜
K
oppit
z,
op. 
cit., 

1997, p. 
42; 
K
oppit
z, 
op. 
cit., 
2008, p. 

ix; 
Gross, L., 

D
ie
 Gesch
ich
te
 der 

d
e
u
tschen R
eichshofk

anzlei
 von 1
5
5
9
 bis
 1806, V
ienna, 1933, p. 

191, 

et
 pass
im
.
忌
口
＇
芸
翠
雪
1
0
ぐ
血゚

ぼ
）
K
oppit
z,
op. cit., 
1997, p. 
42. 
>
)
菜
心
S
以
攀
以
0
ニ
ャ
ゴ
l7°
凶
へ
ヘ
以
号
＝

條
；
；
；
如
挙
亡
心
菜
心
卸
茶
王
至
約
菜
ヤ
ニ
心
゜
K
oppit
z,
op. 
cit., 
2008.
桐
文
'

令
'
R
~
 1卜
＝
一
ll
以
吋
ミ
醤
哀
め
菜
ヤ
抑
心
゜
怜
握
や
王
ニ
ャ
ニ
心
S
豆
益
←
以
心

心゚
V
o
ltelin
i,
H. v. 
ed., 
"
U
r
k
u
n
d
e
n
 u
n
d
 R
e
g
este
n
 a
u
s
 d
e
m
 k. 
u. 
k. 

H
a
u
s
-
H
o
f-
u
n
d
 S
t
a
a
t
s
a
r
c
h
iv
 in
 W
ien", 
J
a
h
r
b
u
c
h
 d
e
r
 

K
u
n
s
th
istorischen S

a
m
m
l
u
ng
en in
 W
ien, 13, 
1892, pp. X

X
V
I
-
C
L
X
X
I
V
;
 

Voltel
in
i, 
H. v. 
ed., 
"
U
r
k
u
n
d
e
n
 u
n
d
 R
e
g
este
n
 aus d
e
m
 k. 
u. 
k. 
H
a
u
s
-

H
of-
u
n
d
 S
ta
atsarchiv

 in
 W
ien", 
J
a
h
r
b
u
c
h
 der K
u
n
s
th
istor
ischen 

S
a
m
m
l
u
ng
e
n
 in
 W
ien, 
15, 
1894, pp. 

X
L
I
X
-
C
L
X
X
I
X
;
 V
olt
elin
i, 
H. v. 

にNI



ed., 
"
U
r
k
u
n
d
e
n
 u
n
d
 R
e
ges
te
n
 aus d
e
m
 k. 
u. 
k. 
H
a
u
s
-
u
n
d
 S
ta
ats-

A
r
c
hiv
 in
 W
ien", 
J
a
h
r
b
u
c
h
 der K
u
n
s
th
istor
ischen S
a
m
m
l
u
ng
e
n
 in
 

W
ien, 19, 
1898, pp. 1

-
C
X
VI. 

(~
) 
K
oppit
z, 
op. 
cit., 
1997, p. 
44
．
益
←
S
柚
居
蔭
抽
以
巨
⇒
ヤ
豆
＇
，
出
心
⇒
ャ
n°
凶
入

へ
S
罹
皿
如
総
臣
戸
心゚
Ib
id.,
pp. 44-46; K

oppit
z, 
op. 
cit., 
2008, pp. XI-XI

I. 

ば
口
＇
淀
翠
詈
1
0
<
冨゚

肉
）
K
oppit
z,
op. 
cit., 
1997, p. 
46. 

（葛）
Ib
id.,
pp. 43-44; K

oppitz, 
op. 
cit., 
2008, pp. xv-xvi; 

G
ieseke, op. cit., 

pp. 

60-6
1. 

（吝）
G
riffiths,
op. 
cit., 
p. 
10
1. 

ぼ
）
Ib
id.,
pp. 86-87, 

100.
呂
苺
器
桐
雑
麟
姻
ヒ
如
l伶
ヤ
l
以
ゴ
領
智
⇒
心
華
や
国

挙
め
菜
心
゜
や
S
喘
国
S
l
虐
配
立
茫
S
罹
評
懐
ビ
心
菜
ャ
；
；
心
゜
S
tij
n
m
a
n
,
A., 

"
T
e
r
m
s
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t
 Addresses: A

b
b
r
e
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n
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n
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rin
te
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I
m
a
g
es 
1500-1900" 

(
T
h
e
 u
p
d
a
te
d
 vers
io
n
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f
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p
e
n
d
ix
 3
 in
 h
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E
ng
rav
ing
 an
d
 E
tch
ing
 14
0
0
-2000: A

 H
istory
 of
 the Develop

m
e
n
t
 of
 

M
a
n
u
a
l
 In
ta
g
lio
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in
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a
k
in
g
 Processes, L

o
n
d
o
n
 a
n
d
 H
o
uten, 
2012, 

pp. 413
--418). 
(http
s://www.delin

e
a
vit
.n
l/w
p
-conte
nt/u
p
loads/Terms-

in-p
rin
t-addresses.

pd£) 
2023. 12. 
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匡
諏゚

ぽ
）
G
riffiths,
op. 
cit., 
p. 
103. 
n
 ~凶
へ
区
ぷ
学
華
約
詞
王
国
器
裔
繹
琴
感
▽
詣
食

心
菜
肉
囲
王
以
0
ニ
ャ
＇
｛
叩
ば
や
恕
回
器
壬
S
可
宜
心
S
0
心
茶
ミ
如
器
ビ
ャ
；
；
心
゜

K
oppit
z, 
op. 
cit., 
1997, p. 
45. 
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）
三
-
L
j
'
芸
翠
罹
皿
＇
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）
ー
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<
X
)
）
冨゚

啜
）
柚
居
暮
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皿
心
華
萎
罹
皿
豆
益
←
や
薩
哀
め
菜
ヤ
；
；
心
゜
Voltelin
i,
op. 
cit., 
1894, 
p. 

L
X
X
X
,
 no. 11938; Ib

id., 
pp. L
X
X
X
-
L
X
X
X
I
,
 no. 11939; L

imouze, op. 
cit., 

pp. 413-4, nos. 4-5. 

ぼ
）
L
imouze,
op. 
cit., 
p. 
414. 

（
~
)
桐
心
’
如
甜
以
踪
心
心

llllIT 罹
訳
辻
寄
食
伶
心
゜

Hollstein,
F
.
W
.
H
.
 et
 al., 
D
u
tch 

&
 F
l
e
m
is
h
 E
tc
h
ing
s, 
E
ng
rav
ing
s
 an
d
 W
o
o
d
c
u
ts
 14
0
0
-
1
7
0
0
,
 6, 

A
m
s
terdam, 1959, p. 

214, no. 
17. 

（M
)
 V
o
ltelin
i, 
op. 
cit., 
1894, p. 
CLXIII, no. 12459. 

啜
）
M
e
d
e
r
,
J., 
D
u
r
e
r
-
K
a
talog, 
V
ienna, 1932, 

p. 
70, 
no. 
3-18; 
Schoch, R., 

M
e
n
d
e
,
 M., S
c
h
e
r
b
a
u
m
,
 A., 
A
l
b
r
e
c
h
t
 Durer: d
a
s
 d
r
u
c
kg
rap
h
ische 

Werk, 1, 
M
u
nich, London, N

e
w
 York, 2001, p. 

125. 

（笞）
Voltelin
i,
op. cit., 
1894, p. 
CVI-CVII, no. 1209

1. 

（ま）
“Ein
kle
in
 be
th
b
iichl in
 sc
h
w
a
rtz
 leder, 
d
ie
 figii
rle
in
 vo
n
n
 m
in
ia
tur, 

v
a
s
t
 u
ff 
A
.
 
D
u
r
e
r
s
 m
a
n
ie
r
.
"
B
a
u
e
r
,
 
R., 
H
a
u
pt, 
H., 
"
D
a
s
 

K
u
n
stk
a
m
m
e
rin
v
e
ntar K
aiser R
u
d
olfs
 II., 
1607-1611", 

J
a
h
r
b
u
c
h
 der 

k
u
n
s
th
istorischen S

a
m
m
l
u
ng
en in
 W
ien, 72, 
1976, p. 
139, no. 2796. 

ぼ
）
f
J
Q
~
国
拉
回
経
茎
以
o
o
 e
呂
苺
器
器
紅
送
如
蓉
¥
J
'
至
如
嘗
菜
ヤ
ニ
心
゜

W
itcombe, op. 

cit., 
pp. 265-6, 316; B

u
ry, 
J., 
"Review: P

hilip 
II 
a
n
d
 th
e
 

Escoria
l", 
P
r
in
t
 Quar
terly, 
8
 (1), 
1991, p. 
78. 
!¥¥-'Q ~

念
＇
ヤ
ー
K
土
＝
ト

回
笞
区
細
涯
以
宦
藩
約
菜
心
l
ば
く
回
母
至
e
至
国
茶
恕
回
e
己
蚕
器
裔
緯
恥
嘩
文

至
や
伶
心
全
豆
獣
心
心
翌
点
茶
吝
取
や
埒
心
゜

ぽ
）
益
←
や
＇
岳
苺
器
磐
畏
疇
臼
如
詞
菜
文
岳
苺
蓉
条
徊
辿
区
罹
嘩
填
飼
）
菜
亨

器
学
忍
室
緊
呂
以
1伶
巻
め
菜
ヤ
ニ
心
゜
K
oppit
z,
op. 
cit., 
1997, p. 
44.
桐
ば

翠
壬
め
菜
心
瞑
怜
茶
恕
剖
図
罹
誨
砂
痙
心
ヤ
も
刃
o
e
痢
可
心
仕
部
文
0
心
心
ヂ
め

菜
ヤ
ニ
心
゜
E
isenhardt,

op. cit., 
p. 
13. 

（
捻
）
匡
罹
Ill
以
0
ニ
ャ
豆
＇
溢
合
如
総
産
゜

（差）
V
oltelin
i,
op. 
cit., 
1892, p. 
C
X
X
X
V
I
I
,
 no. 9345; K

oppitz, 
op. cit., 
2008, p. 

230, no. 58. 
f
 
J
 Q
至
国
凶
旺
迂
孟
笞
窪
詞
益
←
如
疇
菱
Pollak,
M
.
 D. 

et
 al., 
T
h
e
 M
a
r
k
 J. M
illard A
r
c
h
it
ec
tural Collec

tion, 
4: 
Ital
ia
n
 a
n
d
 

Sp
a
n
ish Books, N

e
w
 York, 2000, p. 

158. 

（
全
）
田
笞
点
＼
・
ロ
△
，ヽ
>
-
.

i卜•
H
会
•
H
 K
n
＝
卜
会
拳
翠
臨
Q
f
 
J
心
や
埒
心゚

（写）
Voltelin
i,
op. 
cit., 
1894, p. 
C
V
,
 no. 
12086; K
oppit
z, 
op. 
cit., 
2008, p. 
99, 
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n
o
.
 52.

一
五
九
三
年
と
一
五
九
四
年
、
一
五
九
八
年
に
該
当
す
る
建
築
論
が
出
版

さ
れ
た
こ
と
は
、
三
章
で
言
及
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
『
五
本
の
柱
の
建
築

と
分
類
こ
第
一
書
』
（
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
、
一
五
九
三
年
）
を
見
る
と
、
表
題

紙
に
は
`
`
M
it
R
o
:
 K
a
y
:
 M

t:/gn
a
d
 v
n
d
 fre
ijh
e
it/ a
u
ff 10 J
h
a
r
.
'
｀
と
記
さ
れ
て

お
り
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
に
よ
る
十
年
間
の
印
刷
特
認
権
を
得
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
出
版
さ
れ
た
書
物
に
つ
い
て
は
、
註
3
0
の
書
お
よ
び
以
下
の
書
を
参
照
。

M
a
l
l
gr
a
v
e
,
 H
.
 F
.
 e
t
 al., 
T
h
e
 M
a
r
k
 J. M

il
l
a
r
d
 A
r
c
h
ite
c
tu
r
a
l
 C
o
l
l
e
c
tio
n
,
 

3: 
N
o
rt
h
e
r
n
 E
u
r
o
p
e
a
n
 B
o
o
k
s
,
 N
e
w
 Y
o
r
k
,
 1
9
9
8
,
 
pp. 25, 2
7
,
2
8
,
 
1
3
4
,
1
4
1
,
 

n
o
.
 28. 

(

4

1

)

原
文
te
r
m
in
o
s
。
正
確
な
意
味
は
不
明
だ
が
、
こ
こ
で
は
文
脈
そ
の
他
か
ら
判
断

し
て
柱
頭
と
訳
す
。
読
者
諸
賢
の
ご
批
判
を
お
待
ち
し
た
い
。

(

4

2

)

ケ
ベ
ス
の
奉
献
画

(
T
a
b
u
l
a
C
e
b
e
tis)

に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
伊
藤
博
明

『
奇
想
の
表
象
学
』
、
あ
り
な
書
房
、
二

0
0
七
年
、
一
八
九
ー
一
九
九
頁
。

(
4
3
)
V
o
l
te
l
i
n
i, 
o
p. c
it., 
1
8
9
4
,
 
p. 
C
V
I
I
,
 n
o
.
 
1
2
0
9
2
;
 K
o
ppitz, 
o
p. c
it., 
2
0
0
8
,
 
p. 

4
1
9
,
 
n
o
.
 1
8
.
m
~刷特
認
権
の
対
象
と
な
る
書
物
は
、
三
章
で
述
べ
た
と
お
り
、

一
五
九
三
年
に
ゲ
オ
ル
ク
・
シ
ェ
ラ
ー
が
印
刷
さ
せ
た
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
『
銅
版
画

受
難
伝
』
の
挿
絵
が
入
っ
た
祈
祷
書
と
考
え
ら
れ
る
。

(
4
4
)
V
o
l
te
l
in
i, 
o
p. c
it., 
1
8
9
4
 p. C
L
X
V
I
I
I
,
 n
o
.
 1
2
5
1
1
;
 K
o
ppitz, 
o
p. c
it., 
2
0
0
8
,
 p. 

3
3
0
,
 n
o
.
 6. 

(
4
5
)
V
o
l
t
e
l
i
n
i, 
o
p. c
it., 
1
8
9
8
,
 
p. 
X
L
I
X
,
 n
o
.
 
1
6
4
9
3
.
リ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
以
下
を

参
照
。

H
o
l
l
s
te
in
,
F
.
 W
.
 H
.
 e
t
 al., 
G
e
r
m
a
n
 E
n
g
r
a
v
in
g
s
,
 E
tc
h
in
g
s
 a
n
d
 

W
o
o
d
c
ut
s
 ca. 
1
4
0
0
'
]
7
0
0
,
 34, A
m
st
e
r
d
a
m
,
 1
9
9
3
,
 p. 1
4
6
.
 

(
4
6
)
V
o
l
te
l
i
n
i, 
o
p. c
it., 
1
8
9
8
,
 p. L
V
,
 n
o
.
 1
6
5
3
6
;
 K
o
ppitz, 
o
p. c
it., 
2
0
0
8
,
 p. 4
5
5
,
 

n
o
.
 45. 

(
4
7
)
V
o
l
t
e
l
i
n
i, 
o
p. c
it., 
1
8
9
8
,
 
p. 
L
X
V
I
I
I
,
 n
o
.
 1
6
6
4
7
;
 K
o
ppitz, 
o
p. c
it., 
2
0
0
8
,
 p. 

5
5
2
,
 
n
o
.
 22.

こ
の
特
認
権
が
付
与
さ
れ
た
書
籍
と
し
て
は
、
『
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
エ

ン
ブ
レ
ム
集
Qu
in
ti
H
o
r
a
tii 
F
l
a
c
c
i
 Em
b
l
e
m
a
ta
』
（
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
、

九
七

0
年
）
の
可
能
性
が
あ
る
。
書
籍
の
本
文
末
尾
の
表
記
か
ら
、
複
数
の
印
刷

特
認
権
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
も
の
も
含
ま
れ
る
。

ォ
ッ
ト
ー
・
ウ
ェ
ニ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

P
o
r
te
m
a
n
,
K
.
,
 

"
I
n
tr
o
d
u
c
tio
n
"
,
 V
e
e
n
,
 0
.
 v., 
A
n
ior
u
m
 e
m
b
l
e
m
a
ta, 
A
l
d
e
r
s
h
o
t, 
H
a
n
ts, 

1
9
9
6
,
 
pp. 
1
,
2
0
;
 
M
i

e
d
e
m
a
,
 H
.
 e
d
.
,
 
K
a
r
e
l
 v
a
n
 M
a
n
d
e
r
:
 T
h
e
 L
i

v
e
s
 o
f
 

I
l
l
u
s
tr
io
u
s
 N
e
th
e
r
l
a
n
d
is
h
 a
n
d
 G
e
r
m
a
n
 P
a
in
ters, 
6, 
D
o
o
r
n
s
pijk, 
1
9
9
9
,
 

p
p
.
5
3
,
5
8
.
尾
崎
彰
宏
、
幸
福
輝
、
廣
川
暁
生
、
深
谷
訓
子
編
訳
『
カ
ー
レ
ル
・
フ
ァ

ン
・
マ
ン
デ
ル
「
北
方
画
家
列
伝
」
注
解
』
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二

0
一
四
年
、

三
三
五
ー
三
三
六
、
四
三
六
頁
、
註
六
九
八
゜

(
4
8
)
V
o
l
t
e
l
in
i, 
o
p. 
CZ:t., 
1
8
9
8
,
 
p. X
C
I
V
,
 n
o
.
 1
6
8
8
7
.
m
~

即
叩
此
吋
頭
g
紘
呻
の
叶
心
釦
《
レ
J
た

5
っ
た

版
画
連
作
は
、
『
教
練

W
ap
e
n
h
a
n
d
e
l
in
g
h
e
v
a
n
 R
o
e
r
s
 M
u
s
q
u
e
tte
n
 E
n
d
e
 

S
p
ie
s
s
e
n
』
（
一
六

0
七
年
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

F
il
e
d
t
K
o
k
,
 J. 
P., 

L
e
e
s
b
e
r
g, 
M
.
 c
o
m
p., 
L
u
ijte
n
,
 
G
.
 ed., 
T
h
e
 N
e
w
 
Holls

tein••Du

tch 

&
 

F
l
e
m
is
h
 E
tc
h
in
g
s
,
 E
n
g
r
a
v
in
g
s
 a
n
d
 W
o
o
d
c
u
ts
 ca. 
1
4
5
0ー

]
7
0
0
,
T
h
e
 d
e
 

G
h
e
y
n
 F
a
r
n
ily, 
2, 
R
o
tte
r
d
a
m
,
 2
0
0
0
,
 pp. x
x
x
v
,
 x
l
i, 
n. 74.
岸
f
畜
早
と
毘
ハ
な
り
、

デ
・
ヘ
イ
ン
ニ
世
の
画
業
を
示
す
ペ
ー
ジ
で
は
、
一
六
一

0
年
に
印
刷
特
認
権
を
「
申

請
」
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
六

0
八
年
の
誤
記
と
推
測
さ
れ
る
。

I
b
id.9

o
p. c
it., 
p. 27.
当
該
版
画
は
以
下
を
参
照
。

I
b
id.,
pp. 1
5
9
,
2
0
7
,
n
o
s
.
 3
4
0
,
4
5
7
.
 

(
4
9
)
V
o
l
t
e
l
in
i, 
o
p. c
it., 
1
8
9
8
,
 
p. 
C
V
I
I
,
 n
o
.
 
1
6
9
7
5
;
 K
o
ppitz, 
o
p. c
it., 
2
0
0
8
,
 
p. 

1
7
8
,
 n
o
.
 16. 

(

5

0

)

サ
デ
ラ
ー
一
族
の
印
副
特
認
権
を
得
た
版
画
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

W

itc
o
m
b
e
,
 o
p. c
it., 
pp. 3
1
5
,
 3
2
1
,
3
2
3
.
 

(

5

1

)

川
上
、
前
掲
書
、
(

1

2

)

頁
、
註
2
0
0

(

5

2

)

F

il
e
d
t
 Ko
k
,
 J. 
P
.
 c
o
m
p., 
L
u
ijte
n
,
 G
.
,
 
S
c
h
u
c
k
m
a
n
,
 C
.
 ed., 
T
h
e
 N
e
w
 

Holls

tein••Du

tch 

&
 F
l
e
m
、is
h
E
tc
h
in
g
s
,
 E
n
g
r
a
v
in
g
s
 a
n
d
 W
o
o
d
c
u
ts
 ca. 

]
4
5
0
'
]
7
0
0
,
 T
h
e
 M
u
l
l
e
r
 D
y
n
a
s
t
y
,
 2, 
R
ot
t
e
r
d
a
m
,
 1
9
9
9
,
 p
p
.
 2
3
,
2
4
.
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表
1

特
認
権

文
書
内
に
記
載
さ
れ
た
文
書
内
に
記
載
さ
れ
た
有
効
過
料
印
刷
物

発
行
年
月
日
請
願
年
月
日
授
与
さ
れ
た
版
画
家
・
人
物
授
与
者
に
関
す
る
土
地

職
業

期
間
(
M
a
r
k
 
の
提
出

対
象

（年）
Gold) 

部
数

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
市
民

10 
10 

マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
2
一
世
が
1570
年

1580
年
10
月
1580
年
10
月
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
ヨ
ビ
ン

請
願
時
：
ス
ト
ラ
ス
木
版
画
家

と
1573
年
に
授
与
し
た
、
2
、
3
冊

12
日

7
日
以
前
B
e
r
d
n
h
a
r
d
 J
ob (b) 
in
 
ブ
ー
ル
市
民

の
本
と
彫
ら
れ
た
人
物
像
に
対
す
る

印
刷
特
認
権
の
10
年
間
の
延
長

6
 

2
 
男
女
の
図
像
と
肖
像
、
服
装
に
つ
い

1581
年
1
月
1581
年
1
月
カ
ス
パ
ー
・
ル
ツ

ケ
ル
ン
市
民

て
（
『
世
界
の
多
様
な
人
々
の
装
東

21
日

21
日
以
前
C
a
sp
ar R
utz
 (
R
uth) 

H
a
b
it
u
s
 
u
a
r
ia
r
u
m
 o
r
b
is
 

g
e
n
ti
u
m
』
1581)

1581
年
1
月
1580
年
5
月
ヤ
ン
・
サ
デ
ラ
ー

請
願
時
：
ア
ン
ト
ウ
ェ

10 
2
 
版
画
(50)

27
日

20
日

J
a
n
 Sadeler 

ル
ペ
ン

1582
年
5
月

ゲ
オ
ル
ク
・
ハ
ス

宮
廷
指
物
師

20 
3
 
工
芸
家
具
職
人
の
仕
事
に
関
す
る

15
日

G
e
o
rg
 Ha
s
s
 [Haas, H
a
s
 (e)] 

物

1584
年
6
月
7

フ
ァ
ン
・
デ
・
エ
レ
ー
ラ

10 
3
 
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
修
道
院
の
下

日
J
u
a
n
 de Herrera 

図
(H.
VII 43-54;

本
稿
註
35,
38) 

16 
10 
3
 
優
美
な
描
写
で
あ
る
ば
か
り
か
、
ヒ

1590
年
4
月
1

ヨ
リ
ス
・
フ
フ
ナ
ー
ヘ
ル

エ
ロ
グ
リ
フ
的
で
神
秘
的
な
解
釈
、

日
J
oris
 (Georg) 
H
o
efn
agel 

あ
る
い
は
道
徳
的
解
釈
を
備
え
る
図

像
（
『
人
類
と
い
う
種
の
美

Salusg
eneris
 hu
m
a
n
i』
1590)

(SI) 

1592
年
5
月
ヴ
ェ
ン
デ
ル
・
デ
イ
ー
タ
リ
ー
ン

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
10 

建
築
に
関
す
る
7
冊
の
書
と
280
枚

11
日
以
前
W
e
n
d
e
l
 D
ietterlin
 

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル

の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク

の
版
画
か
ら
成
る
作
品
(H.
V
I
 17; 

公
の
画
家

註
30,
40) 

（
故
）
フ
ラ
ン
ス
皇
太
10 

2
 
オ
ス
ト
リ
ア
家
の
ロ
ー
マ
皇
帝
の

1592
年
5
月
1592
年
5
月
ゲ
オ
ル
ク
・
パ
ロ
イ
タ
ー

后
エ
リ
ザ
ベ
ト・

家
系
に
つ
い
て
の
小
冊
子
お
よ
び
ア

29
日

29
日
以
前
G
e
o
rg
 Parreuter 

ド
ー
ト
リ
シ
ュ
の
製
本

ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
受
難

師
伝
の
図
像
(4:3)
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特
認
権

文
書
内
に
記
載
さ
れ
た
文
書
内
に
記
載
さ
れ
た
有
効
過
料
印
刷
物

発
行
年
月
日
請
願
年
月
日
授
与
さ
れ
た
版
画
家
・
人
物
授
与
者
に
関
す
る
土
地

職
業

期
間
(
M
a
r
k
 
の
提
出

対
象

（年）
Gold) 

部
数

ヤ
ン
・
サ
デ
ラ
ー

10 
2
 
版
画

1593
年
3
月

J
a
n
 Sadeler 

20
日

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
サ
デ
ラ
ー

R
ap
hael Sadeler 

1595
年
4
月

ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ホ
ル
ツ
ィ
ウ
ス

6
 
10 
3
 
版
画

12
日

H
e
n
drik
 Goltzius 

1599
年
2
月

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ク
ラ
マ
ー

5
 

3
 
5
本
の
柱
か
ら
な
る
建
築
に
関
す
る

20
日

G
a
b
riel K
r
a
m
 (m) er 

作
品
(H.
X
I
X
 1-28) 

1600
年
3
月

マ
ル
タ
・
マ
イ
ン
ペ
ク
（
故
パ
ウ

帝
国
宮
廷
宰
相
府
ラ
テ
5
 
5
 

ら
び
に
ロ
ー
マ
人
の
王
た
ち

14
日

ル
・
マ
イ
ン
ペ
ク
の
未
亡
人
）
マ
イ
ン
バ
ハ

ン
局
書
記
官

の
似
姿

M
a
rth
a
 M
ain
p
eck 

エ
ギ
デ
イ
ウ
ス
・
サ
デ
ラ
ー

10 
10 
2
 
銅
版
画

A
e
gid
ius Sadeler 

1601
年
2
月

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
サ
デ
ラ
ー

21
日

R
ap
hael Sadeler 

ユ
ス
ト
ゥ
ス
・
サ
デ
ラ
ー

J
us
tus Sadeler 

1601
年
3
月

ヤ
ー
コ
プ
・
マ
タ
ム

10 
3
 
銅
版
画
(
N
H
[
M
ath
a
m
]
 1.33, 203 

24
日

J
acob M
ath
a
m
 

他）

1601
年
8
月
1601
年
4
月
ヨ
ハ
ン
・
ジ
ー
プ
マ
ッ
ハ
ー

彫
刻
師
(Graveur)

5
 
10 

銅
版
に
彫
ら
れ
た
手
本
帳
(H.
L
X
I
I
 

14
日

30
日

J
o
h
a
n
n
 S
ib
m
a
c
h
e
r
 

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
市
民
請
願
書
：
腐
食
銅
版
画

1203-1262) 

家
(
R
a
dierer)

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
リ
ー
ル
（
子
）

肖
像
版
画

1604
年
8
月
A
n
d
r
e
a
s
 R
iehl 
(
R
i.i.hl, 
R
iel, 
ア
ン
ス
バ
ハ

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
候

11
日
以
前
R
ihel, 
R
u
h
l
,
 
R
y
ll, 
R
u
h
l
,
 

の
肖
像
画
家

Ruhel, R
ih
l) 
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特
認
権

文
書
内
に
記
載
さ
れ
た
文
書
内
に
記
載
さ
れ
た
有
効
過
料
印
刷
物

発
行
年
月
日
請
願
年
月
日
授
与
さ
れ
た
版
画
家
・
人
物
授
与
者
に
関
す
る
土
地

職
業

期
間
(
M
a
r
k
 
の
提
出

対
象

（年）
Gold) 

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
リ
ー
ル
（
子
）

肖
像
版
画

1605
年
3
月
A
n
d
r
e
a
s
 R
iehl 
(Ruhl, R
iel, 
ア
ン
ス
バ
ハ

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
候

20
日
以
前
R
ihel, 
R
u
h
l
,
 
R
y
ll, 
R
u
h
l
,
 

の
肖
像
画
家

Ruhel, R
ih
l) 

1606
年
1
月

ヤ
ン
・
ミ
ュ
ラ
ー

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
民

6
 
6
 
若
干
数
主
の
降
誕
に
関
す
る
あ
る
図
像
(
N
H

21
日

J
a
n
 Muller 

(e
in
ig) 
[Muller D

y
n
a
sty] 
II.
65) 
(S2l 

1606
年
9
月

オ
ッ
ト
ー
・
ウ
ェ
ニ
ウ
ス

10 
3
 
さ
ま
ざ
ま
な
図
像
(H.
X
X
X
I
I
 77-

1
日

O
tt
o
 Va
e
nius 

179;
註
47)

ド
ミ
ニ
ク
ス
・
ク
ス
ト
ス

10 
10 
2
 
彼
ら
が
こ
れ
ま
で
に
制
作
し
た
版
両

D
o
min
icus C
u
stos 

と
、
こ
の
先
制
作
す
る
か
、
あ
る
い

ル
ー
カ
ス
・
キ
リ
ア
ン

は
修
正
す
る
で
あ
ろ
う
版
画
(H.

1608
年
1
月
1607
年
10
月
Lucas Kilia

n
 

ア
ウ
グ
ス
プ
ル
ク
市
民
銅
版
画
家

V
I
 68?) 

16
日

16
日
以
前
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
キ
リ
ア
ン

W
olf ga
n
g
 Kilia
n
 

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ク
ス
ト
ス

R
ap
hael C
u
stos 

1608
年
10
月
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
・
ヘ
イ
ン
2
世

6
 

版
画
(
N
H
[de G
h
ey
n
 

30
日
以
前
J
acob de G
h
ey
n
 II 

I I.
340-457; n
 48) 

1609
年
1
月
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ホ
フ
マ
ン

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア

10 
花
火
と
銃
器
に
関
す
る

14
日
以
前
W
ilhelm H
offm
a
n
n
 

ム
・
マ
イ
ン
市
民

（希望）

10 
10 
3
 
自
ら
の
労
力
と
支
出
に
よ
り
銅
板
に

1610
年
2
月

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
・
ヘ
イ
ン
2
世

彫
版
さ
れ
、
た
ぐ
い
ま
れ
な
る

11
日

J
acob de G
h
ey
n
 II 

で
彫
琢
さ
れ
た
あ
る
図
像
(
N
H
[de 

G
h
e y
n
 F
a
mily] 
I.
157-158?) 

マ
イ
ン
ツ
選
帝
侯
ヨ
ハ
15 

ア
シ
ャ
ッ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ク
城
の
銅
版

1611
年
12
月
ゲ
オ
ル
ク
・
リ
デ
イ
ン
ガ
ー

ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
カ
ー
（希望）

画
（
『
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
カ

17
日

G
e
o
r
g
 Rid
i
 (n) 
ger 

ト
・
フ
ォ
ン
・
ク
ロ
ー

ト
候
の
城
P
a
l
a
ti
u
m
jo
h
a
n
n
is
 

ン
ベ
ル
ク
の
建
築
家

su
icard
i
 
p
rinc
ipi
s』
1611)

(
B
a
u
m
e
ister) 
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